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論文要旨 
 
聖書の翻訳は長い歴史を有し、かくも多様な国語に訳される。聖書翻訳理論を言及
すると、1960 年代に遡れば、ナイダ（Eugene Albert Nida、1914 年-2011 年）によ
る等価に関する言説がある。彼は翻訳の中心として「起点言語のメッセージに対して
最も近い自然な等価」を目指した。そして、中国語訳聖書を通して、西洋人宣教師の
中国語研究の概要を知る資料だけでなく、彼らはいかなる形で中国でキリスト教を布
教したかも読み取れる。 
本論文では、18 世紀の漢訳聖書『古新聖経』を中心として考察した。満漢合璧版
を含め、漢訳版と満漢合璧版を比較対照することによって、『古新聖経』の作者ポア
ロは聖書翻訳する時、いかに中国文化に傾斜した翻訳を行ったのかを分析してみた。 
第一章は『古新聖経』を分析した。北京語の語料について、語彙語法の面では、太
田辰夫(1969)による清代北京語の 7 つ指標に照らし、『古新聖経』では多くの問題が
あることが分かった。しかし、名詞、動詞、数詞・量詞、副詞を考察した後、確かに
当時の北京語語料を見つけられることにより、『古新聖経』の語彙の特徴は広義の北
方語と考えられる。しかし、南方語も使用している『古新聖経』について、今考えら
れることは、ポアロは通訳として宮廷で務めていたため、助手に影響された可能性が
ありうる。 
第二章は『古新聖経』における二つの満洲語版―東洋文庫版と満漢合璧版について
比較することにより、両者の関係性について検討してきた。人名の満洲語表記によっ
て、満漢合璧版『聖書』における人名の音訳にはラテン語底本『ウルガタ聖書』に忠
実であった。内容からみると、東洋文庫版の書写の正確性が満漢合璧版より高いこと
が言える。漢字の部分によると、徐家匯版の漢字は満漢合璧版の漢字より正しいこと
が読み取れる。そして、『古新聖経』の満漢合璧版の満洲語は東洋文庫版の満洲語を
参照し、漢字は徐家匯版を参照した。最後に満洲語と漢字を合壁する可能性が非常に
高いと考えられる。 
第三章は他の漢訳聖書との比較を通して、聖書間の翻訳の継続関係を明らかにした。
本研究では『聖経直解』『天主降生言行紀畧』『古新聖経』の 3 聖書を比較対照した。
その結果、1600 年刊『聖経直解』とポアロの 1800 年刊『古新聖経』は、時間的には
直接的な関係はない。ディアスの『聖経直解』を見た可能性は非常に高く、そのこと
から両書は極めて密接な関係にあることを指摘した。『天主降生言行紀畧』と『古新
聖経』との原文を手掛かりとして検討を重ねて、ポアロが何らかの形で『天主降生言
行紀畧』を参照した可能性が高いことを指摘した。その理由としては『古新聖経』に
おいて「四福音書」の訳文を独自に検討したというよりも、マレーニの『天主降生言
行紀畧』を参照した結果であると考えた方が、両者の関係性を説明する上で適切であ
ると言えるからである。 
第四章は 19 世紀から中国に来たプロテスタント宣教師であるモリソンが中国語
による聖書全訳の嚆矢『神天聖書』を翻訳する際に参考にしたのがカソリックである
ポアロとバセの翻訳本であったことも重要な事実である。したがって、カソリックと
プロテスタントはその布教活動に対する考え方の違いから、翻訳活動にはさほど関連
性がみられないのではないか、というのが従来の見方であった。だが実際には、翻訳
や宗教関係の用語では両者の翻訳が続くことがうかがえる。また、その継続関係も『古
新聖経』と『思高聖書』両者の間にもうかがえる。 
以上、述べてきたように、聖書翻訳は原典主義といわれ、『古新聖経』の言語もそう
であり、原典に忠実でありながら、中国化とも言える。原典にあって中国にないもの
を説明する場合には、中国にあるものに置き換え、あるいは欄外の注によって詳しい
説明を付している。 
また、清乾隆帝の時代に宮廷で務めたため、『古新聖経』では「請安」「吉祥」など
の語彙も用いられた。これはむしろラテン語を底本に翻訳する場合、ポアロが読者に
聖書を理解してもらうため、翻訳元の字義に固執することを回避したことが読み取れ
る。ポアロが翻訳から異質性を排除し、「起点言語のメッセージに対して最も近い自
然な等価」を努力したことが明白である。聖書翻訳の原典主義より、中国文化の受容
性を重視したことがわかる。 
また、ヨーロッパのイエズス会士たちは宣教師として訪中するが、布教を全面に押
し出すことなく中国文化に迎合する姿勢を見せるとともに、西洋の学者として自然科
学や機械技術など実学の分野における翻訳活動で清朝に貢献することによって信頼
を勝ち得た。ポアロが『古新聖経』を著述していた当時、清朝には「筆貼式」と呼ば
れる官員がおり、朝廷内の翻訳・通 訳・上奏文書の作成に携わっていた。しかしな
がら、ポアロは通訳として宮廷で務めていた際の助手に関する資料は手元にないが、
今後の課題として、研究を進めたいと考えている。 
 
 
